
 
 
 
 
 
 
 

『清末民初小説目録 第６版』の訂正２ 
 
 



――――――――――――――――――――――――――――― 

2015.8.10 

 渡辺浩司氏よりご指摘をいただきました。ありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
A0156＊ 愛波影 （婚事小説） 

 如深訳 

 『礼拝六』2期 1914.6.13 

→ 原作が判明した。 

 Austin Philips『Blackballed！』, 

 『The Strand Magazine』Vol.45-No.269(1913.5)掲載。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
B0292＊ 白玉瓶 （短篇小説） 

 利仁、労薪訳 

 『礼拝六』39期 1915.2.27 

→ 原作が判明した。 

 Martin Swayne『The Alabaster Jar』, 

 『The Strand Magazine』Vol.46-No.272(1913.8)掲載。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
C0821＊ 出山泉水（哀情小説） 

 鉄樵（惲樹珏）訳 

 『小説月報』3年7期 1912.10 訳英倫海濱雑誌 

→ 原作が判明した。 

 Charles Garvice『The Tessacott Tragedy』, 

 『The Strand Magazine』Vol.42-No.251(1911.11)掲載。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
G1166＊ 鬼影（述異小説） 

 履冰、九成訳 

 『礼拝六』73期 1915.10.23 … （修文喬）作者：宜万杜及内甫。文言。俄国 

→ 漢訳前書に「英國海濱雜誌記者原按云。俄文家宜萬杜及内甫。善著寫實小説。…」とある。 

 漢訳が拠った作品が判明した。 



 Ivan Turgenev (specially translated by Edith Remnant)『The Apparition』, 

 『The Strand Magazine』Vol.47-No.280(1914.4)掲載。 

 ロシア語原作は不明。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
N0877＊ 女嬰臼（原名 THE CRIMSON CROSS） 

 （英）MRS. C. N. WILLIAMSON 著 蕭定安、王嘯圃合訳 

 『説叢』2期 1917.4 

→ 原作掲載誌が判明した。 

 『The Strand Magazine』Vol.52-No.312(1916.12)掲載。 

 なお、同名作品が、『Ainslee's』Vol.38-No.1(1916.8)にも

見られるが、作者を「C.N. and A.M.Williamson」とするら

しい。 

 Strand誌は「MRS.C.N.WILLIAMSON」とし、漢訳に一致する。 

 故に、漢訳は Strand誌に基づくと判断した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Q1201＊ 情魔小影 

 鉄樵（惲樹珏） 

 『小説月報』4巻2号 1913.5.25 訳海濱雑誌 



→ 原作が判明した。 

 Horace Annesley Vachell『A Diamond Pendant』, 

 『The Strand Magazine』Vol.41-No.242(1911.2)掲載。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
T0365＊ 提銀単 

 （英）却爾司佳維著 侠花訳 

 『小説時報』24期 1914.12.15 CHARLES GARVICE著 

→ 原作が判明した。 

 Charles Garvice『A Strong Man』, 

 『The Strand Magazine』Vol.39-No.232(1910.4)掲載。 

 

 

 

 

 

 

 

 
T0690＊ 鉄刹殻村之情劇（言情小説） 
 （美）CHARLES GARVICE著 留氓口訳 儀鄦筆述 

 『小説叢報』1-2期 1914.5.1-1914.6.10 
→ 【留氓口訳  儀鄦筆述 → 留氓訳  儀鄦述】 

  原作が判明した。 

 Charles Garvice『The Tessacott Tragedy』, 

 『The Strand Magazine』Vol.42-No.251(1911.11)掲載。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
X0087＊ 嬉皮之王（脳威童話之一） 

 蘇漢、天虚我生（陳蝶仙）訳 

 『礼拝六』38期 1915.2.20 

→ 原作が判明した。 

 『The Story of Peter the Rogue (A Story for Children)』 

 (Retold from the Norwegian by Florence Tapsell), 
 『The Strand Magazine』Vol.48-No.285(1914.9)掲載。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Y1277＊ 疑獄（法国実事） 

 M. B. LOWDENS原著 海澄訳 

 『小説月報』4巻11号 1914.2.25 訳麦克労雑誌 

→ 原作が判明した。 

 Marie Belloc Lowndes 
 『Great French Mysteries The Strange Case of Marie Lafarge』, 

 『McClure's Magazine』Vol.38-No.6(1912.4)掲載。 



――――――――――――――――――――――――――――― 

2015.4.28 

 渡辺浩司氏よりご指摘をいただきました。ありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

G1209＊ 貴冑血（情海惨史） 

 （英）圭克士著 亦僧訳 『申報』1914.6.4-13 

 → 原作が判明した。WILLIAM LE QUEUX“CONFESSIONS OF A LADIES' MAN”1905中の 

  第2章“DIVULGES A ROYAL SCANDAL” 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

W0775＊ 我子之一（原名ONE OF MY SONS 偵探小説） 

 東野訳 『申報』1915.5.14 

→ 

 我子之一（原名ONE OF MY SONS 偵探小説） 



  (一)小孩與老人  (二)家族醫生 

  東埜訳 『申報』15176号(1915.5.14)-15185号(1915.5.23) 

      【15179号(1915.5.17),15183(同5.21),15184(同5.22)は掲載無】  

  【同紙15191号(1915.5.29)に“東埜啓事”として連載中止への言及あり】 

 → 原作の詳細が判明した。原作者は、Anna Katharine Green、 

  (一)の原作は、『One of My Sons』(G.P.Putnam's Sons,1901)中の 

「I The Child, and What She Led Me into」、(二)の原作は、同書中の 

「II The Young Doctor and The Old」(途中までの部分訳)。 

 → 同紙15191号(1915.5.29)の“東埜啓事”に拠ると、≪簾外人≫(L966＊-L969＊)の 

 原作も、Anna Katharine Green『One of My Sons』のようですが、未見のため、未確認です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Z0507 真画霊（名家短篇） 

 延陵 『申報』1914.5.11-13 

 → 原作が判明した。O. Henry『The Count and The Wedding Guest』 

  (『The Trimmed Lamp and Other Stories of the Four Million』(McClure,Phillips and Co.,1907.4)収) 



【誤植或いは改めた方がいいと思われる個所】 

 

 

 

 

 

 

 

A0101 哀的美敦書 

 『申報』1914.8.16 → 『申報』14913号(1914.8.16),14916号(1914.8.19) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A0132 哀情惨劇 

 『盛京時報』1914.5.3-6.25 …[劉民354]作者未標、1914.5.31-6.25 

 → 『盛京時報』2266号(1914.5.31)-2287号(1914.6.25) 

 

A0317 愛神之魔 

 → 【連載第10回以後は「愛之魔」】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B0465 宝石騰空 

 『盛京時報』1915.4.9-13 …[劉民355]1915.4.10-11 

 → 『盛京時報』2526号(1915.4.10)-2528号(1915.4.13) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B0988 勃莱特外紀 

 『申報』1915.3.28 

 → 『申報』15129号(1915.3.28)-15161号(1915.4.29) 

   【15133号(1915.4.1),15136(同4.4),15139(同4.7),15141(同4.9),15145(同4.13), 

   15149(同4.17),15152(同4.20),15153(同4.21),15159(同4.27)は掲載無】 

  

C0033 財神語 

 志雲 『申報』1915.2.20 （渡辺浩司）志雲[劉民268]鈍根ﾏﾏ 

＊私の指摘が間違っておりました。 

 志雲 → 鈍根 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 但し、次を追加 

【未収録】 

・財神語（滑稽小説） 

 志雲 『申報』14008号(1912.2.22) 



C0824 出険（紀事短篇） 

 紀事短篇 → 短篇紀事 

 

 

  

D0529 登高 

 東野 → 東埜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

E0072 娥眉大盗 

 …[劉民353]「蛾ﾏﾏ眉大盗」、作者未標 

 娥眉大盗 → 蛾眉大盗 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

F0547 風流果報 

 『盛京時報』1914.6.26-7.5 …[劉民354]作者未標、1914.6.26-7.15 

 → 『盛京時報』2288号(1914.6.26)-2304号(1914.7.15) 

 

 

 

                  F0577 風流債 

 『盛京時報』1914.7.16-29 …[劉民354]作者未標、1904.7.16-22 

 → 『盛京時報』2305号(1914.7.16)-2310号(1914.7.22) 

 

 



F0673 馮婉貞 

 上海『申報』1915.3.19 …[田陸394頁]「愛国者叢談」載 

 → 【「小説」欄ではなく、「愛國叢談」欄掲載(愛国者叢談では

ない)】 

 

 

 

 

 

 

 

H0928 恨海余波 

 『盛京時報』1912.1-1919.5?  

…[盛京062]1913.6.5-7.24…[劉民353]作者未標、1913.6.5-7.24 

 『盛京時報』1912.1-1919.5? 

 → 『盛京時報』1970号(1913.6.5)-2011号(1913.7.24) 

   【1971号(1913.6.6),1975号(1913.6.12),1977号(1913.6.14), 

    1990号(1913.6.29),2003号(1913.7.15)は掲載無】 

 

H1695 花木蘭伝奇 → 花木蘭伝奇 16齣 

 

 

 

 

 

 

 

H1962 槐安春迹 → 槐安春跡 

 

H2100 宦海奇冤 

 『盛京時報』1914.2.10-26 …[劉民354]

作者未標、1914.2.8-26 

 → 『盛京時報』2173号(1914.2.8)-2187

号(1914.2.26) 

      【2174号(1914.2.10)は掲載無】 

  

 



H2152 幻装（短篇小説） 

 （短篇小説） → （短篇小説 滑稽偵探案二） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

J0472 假面具 → 假面【J0471 假面具 の前へ移動】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

K0024 慨生遊志 → 慨生遊誌 

 『盛京時報』1914.8.2-9.18 …[盛京087]1914.7.30-9.18 

  [盛京録087]白話長篇社会小説（張永芳）白話長篇社会小説、1914.7.30-9.18 

  「近代小説「慨生遊志」系「老残遊記」的仿作」 

  [劉民354]作者未標、1914.7.30-9.18 → 『盛京時報』2317号(1914.7.30)-2360号(1914.9.18) 

 

L1075 両地観 

 東野 → 東埜 

 

 

 

 

 

 

L1355 劉半仙（諷刺短篇） 

 諷刺短篇 → 諷世短篇 



L1564 聾唖獲賊 

 □仙（欠字） → 閬仙 

 

 

 

 

 

 

 

L1929 乱党通信（短篇小説） 

 （短篇小説） → （短篇小説 滑稽偵探案一） 

 

 

M1249 名詞別解（滑稽小言） 

 → 【“其一”“其二”とあり、内容も異なるので、 

 ｢M---- 名詞別解（滑稽小言 其一）…｣、｢M---- 名詞別解（滑

稽小言 其二）…｣ 

 のように別作品とする】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

M1501 牟尼珠 

 仁后 → 仁後 

 

N0117 南柯夢 

 泗濱野鶴 → 泗濱埜鶴 

 



N0146 難為情 

 『申報』1914.4.10-11 → 『申報』14785号(1914.4.10) 

 

P0171 偏心 

 東野 → 東埜 

 

 

 

 

Q0200 奇男邸 

 □公（欠字） → 鵷公 

 

 

 

 

 

Q0282 奇冤巧報（偵探小説） 

 『盛京時報』1912.1-1919.5? 

…[盛京063]1913.7.24-8.8…[劉民353]作者未標、1913.7.24-8.8、角書不記 

 （偵探小説） → 【削除】 

 『盛京時報』1912.1-1919.5? → 『盛京時報』2011号(1913.7.24)-2024

号(1913.8.8) 

 

 

 

 

Q0607 薔薇架（滑稽小説） 

 （滑稽小説） → （滑稽客説） 

 

 

 

 

 

 

 

Q0678 巧偵探（偵探小説） 

 『盛京時報』1912.1-1919.5?  

…[盛京071]1913.12.4-12…[劉民353]作者未標、1913.12.4-12、角書不記 

 （偵探小説） → 【削除】 

 『盛京時報』1912.1-1919.5? → 『盛京時報』2123号(1913.12.4)-2130号(1913.12.12) 



Q1262 情天恨海 

 『盛京時報』1912.1-1919.5? 

…[盛京058]1913.3.7-4.2…[劉民353]作者未標、1913.3.7-4.2 

 『盛京時報』1912.1-1919.5? → 『盛京時報』1893号(1913.3.7)-1915号(1913.4.2) 

 

 

Q1575 求簽 → 求籤 

 

 

 

 

 

 

 

S1267 十八人之曾ﾏﾏ操（紀事短篇） → 十八人之會操（短篇記事） 

 □膾（欠字） → 鱸膾 

 

S1914 双光縁 

 仁后 → 仁後 

 『申報』1914.4.10 → 『申報』14785号(1914.4.10),14786

号(1914.4.11) 

 

 

 

 

 

 

 

S2015 双騎士 → 双奇士 



S2229 順娘 

 上海『申報』1915.3.14 …[田陸394頁]「紅樹山荘筆記」載 

 → 『申報』15115号(1915.3.14)-15116号(1915.3.15) 

   【「小説」欄ではなく、「紅樹山荘筆記」欄掲載】 

 

 

 

 

 

 

T0367 体面盗 

 『申報』1914.8.17-19 → 『申報』14914号(1914.8.17) 

 

 

 

 

 

 

T0573 天孫語 

 □廬（欠字） → 跫廬 

 

T0646 天遮大会 → 無遮大会【W1132 呉月嬌 の後へ移動】 

 東野 → 東埜 

 

 

 

 

 

 

 

T0861 同命鴛鴦 

 科吾 → 拜吾（連載第2回は「科吾」） 



 

 

 

 

X0369 侠女花弾詞（写情小説） → 侠女花弾詞（写情小説） 

11回 

 東野 → 東埜 

 『申報』1914.4.19-6.26 

 → 『申報』14794号(1914.4.19)-14883号(1914.7.17) 

   【14799号(1914.4.24)-14802号(1914.4.27), 

    14806号(1914.5.1)-14861号(1914.6.25)は掲載無】 

 

 

 

 

 

X0419 侠紹介 

 仁后 → 仁後 

 

 

 

 

X0990 小説家之小説 

 □僧（欠字） → 齲僧 

 

 

               X1439 新官場現形記 

              『申報』1914.2.23 → 『申報』14739号(1914.2.23)-14748号(1914.3.4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

X1539 新薦店頭 → 新薦頭店 

 【『申報』14753号(1914.3.9)に「更正」あり】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

X1670 新年進歩 

 『申報』1915.3.1 → 『申報』15102号(1915.3.1)-15103号(1915.3.2) 

 

X2294 虚驚（紀事短篇） 

 紀事短篇 → 短篇紀事 

 

Y0262 験契 

 東野 → 東埜 

 

 

【未収録】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・知事語（滑稽小説） 

 覺迷 『申報』14754号(1914.3.10) 



 

 

 

 

 

 

・車中兒（社會小説） 

 劍秋 『申報』14796号(1914.4.21) 

 

 

 

 

 

 

 

 

・新開篇 

 瞻廬 『申報』14875号(1914.7.9) 「思郎」「救夫」 

 

・月蝕（最新時事） 

 劍秋 『申報』14936号(1914.9.8) 



【「小説」欄ではなく、「詩選」欄掲載ですが、小説に見えるので、報告します】 

・愛仇（戰時小説） 

 阿儂訳著 劍秋潤文 『申報』15011号(1914.11.22) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・孟嘉買帽（歴史滑稽） 

 劍秋 『申報』15014号(1914.11.25) 

 M0865『孟嘉買帽子』の続作 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B0682＊ 畢竟是誰 

 （英）梅生著 （周）痩鵑訳 『小説時報』25期-27号 1915.9.1-1916.7 

  
 → 原作が判明した。A. E. W. Mason『At the Villa Rose』(Hodder 

and Stoughton,1910) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
L1617＊ 蘆中人（原名 SILAS MARNER） 

 GEORGE ELLIOTT → GEORGE ELIOT(本名: MARY ANN EVANS) 

 
 → 原作の詳細は『SILAS MARNER: THE WEAVER OF RAVELOE』(WILLIAM BLACKWOOD 

AND SONS,1861) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
M0648＊ 美女花（原名塞里愛侯爵之美女 癡情小説） 

 （法）FULES ﾏﾏ SANDENU 著 … 『申報』1914.11.26-1915.5.22 

  
 → 原作が判明した。正しい著者名は、Jules Sandeau 

 原作は『Mademoiselle de La Seiglière』(Michel Lévy Frères,1847) 

 漢訳は、原作(全16章)第９章途中までの翻訳 

  
 連載開始から、15025号(1914.12.6)までは、原著者を「Fules Sandeau」と誤る。 

 15026号(同12.7)から、15066号(1915.1.17)までは、正しく「Jules Sandeau」とする。 

 連載開始から、15029号(1914.12.10)までは、原作を「Mlle de la Seigliere」とする。 

 15030号(同12.11)から、15034号(同12.15)までは、「Mlle de la Seigelire」と誤る。 

 15035号(同12.16)から、15066号(1915.1.17)までは、「Mlle de la Seigeilre」と誤る。 

 15084号(1915.2.4)以後は、原作・原著者を記さなくなる。 

 連載は、『申報』15015号(1914.11.26)-15184号(1915.5.22) 

 【15051号(1915.1.1),15067(同1.18)-15083(同2.3),15086(同2.6),15093(同2.20), 

  15094(同2.21),15096(同2.23),15097(同2.24),15101(同2.28)-15103(同3.2), 

  15117(同3.16)-15123(同3.22),15129(同3.28)-15131(同3.30),15136(同4.4), 

  15137(同4.5),15143(同4.11),15147(同4.15)-15149(同4.17),15154(同4.22), 



  15155(同4.23),15157(同4.25),15163(同5.1)-15165(同5.3),15167(同5.5), 

  15168(同5.6),15175(同5.13)-15179(同5.17),15183(同5.21)は掲載無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
X2841＊ 血印槍声記 

 （張）毅漢、（包）天笑同訳 『小説時報』13-15期 宣統3.8.15(1911.10.6)-1912.4.5 

  
 → 原作が判明した。Gaston Leroux『Le Mystère de la Chambre Jaune』1907 



【誤植或いは改めた方がいいと思われる個所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Q0658 巧報冤 

 『盛京時報』1912.12.22-1913.1.9 …[劉民353]作者未標、1912.12.20-1913.1.9 

 → 『盛京時報』1837号(1912.12.20)-1849号(1913.1.9) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Y0899 一毛先生 （消閑録） 

 薺 『盛京時報』1912.7.7 

 薺 → 【削除(無署名)】 

 → 【“小説”欄ではなく、“消閑録”欄掲載】 

 


